
　短期給付については、その給付事由が生じた日から2年間申請が行われなかった場合、時効によって給付
を受ける権利が消滅しますのでご注意ください。
　請求にかかる時効の起算日は、次のとおりです。

給付の種類 請求にかかる時効の起算日

療養費
家族療養費

医療費の立替払い 医療機関等に療養の費用を支払った日の翌日

治療用装具の立替払い 採寸・採型を行った日の翌日

移送費・家族移送費 移送費用を支払った日の翌日

出産費・家族出産費 出産した日の翌日

埋葬料・家族埋葬料 埋葬を行った日の翌日

傷病手当金
出産手当金
休業手当金
育児休業手当金
介護休業手当金

勤務に服することができない日ごとに、その翌日

弔慰金・家族弔慰金 死亡した日の翌日

災害見舞金 災害に遭った日の翌日

短期給付の時効について短期給付からの
お知らせ

お問い合わせ先　保険課　☎048-822-3306

　後発医薬品（ジェネリック医薬品）の普及は、自己負担額の軽減や医療保険の財政状況を改善する
ための有効な手段の一つです。国は、その後発医薬品（ジェネリック医薬品）に関する数量シェアの
目標値を右下のように定めています。
　数量シェアとは、「後発医薬品のある先発医薬
品」および「後発医薬品」を分母とした「後発医薬
品」の数量割合をいい、各医療保険者も目標値を
達成するための取り組みが必要となっています。
　共済組合における令和元年11月時点の数量
シェアは79.69％となっていますので、目標値の
80％以上を達成できるように、処方されている薬
に後発医薬品（ジェネリック医薬品）があるときは、
積極的な活用をお願いします。

後発医薬品（ジェネリック医薬品）の
積極的な活用にご協力をお願いいたします！

達成時期 目標値

令和2年9月 80％以上
目標値達成まで
あとちょっとです !!
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